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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 本論文は，コミュニケーションの本質的な特性である伝達意図の伝達とその顕在化に関する知見に
基づき，送信者と受信者が相互に物理的な事象の変化を共有することができるペア型デバイスを用い
て，遠隔コミュニケーションや対面での社会的相互作用における新たな情報伝達のモデルを提案して
いる．これより，デバイスへの物理的な接触や，身体的相互作用，振動や光といった非言語情報のや
り取りに基づき，他者への意図伝達とソーシャル・シグナル行動を促進するという工学的課題に新た
な解決方法を提供している．ここでは理論的な考察に加え，発達心理学の研究者と連携しながら自閉
スペクトラム症児といった特定の知覚・行動特性を有する協力者に対し，順序交代といった高度な認
知的社会的相互作用の学習を支援する試みを通じて，本研究の有用性を明らかにしてきた． 
 本研究は，工学分野において，人々が明示的に意図を伝達する行動を視覚や触覚を通じて顕在化す
ることで相手に伝達するという相互作用モデルの基盤となる新しい知見を提供するという学術的意
義を有するとともに，実世界における実証実験を通じてペア型デバイスを用いた情報伝達と共有が可
能であることを明らかにしている．これら一連の成果は，ソーシャル・シグナル行動を変容させると
いうインタラクション学分野における技術の新しい応用の可能性を拓くものとして高く評価できる． 
 これらの成果は，工学のみならず，インタラクション及びソーシャル・ロボット学の発展に資する
こと大である．よって，本論文は博士(工学)の学位論文として相応しいものであると認める． 
【最終試験の結果】 
平成３１年２月１３日，システム情報工学研究科において，学位論文審査委員の全員出席のもと，
著者に論文について説明を求め，関連事項につき質疑応答を行った．その結果，学位論文審査委員全
員によって，合格と判定された． 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める． 
